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系統安定化対策の視点（余剰電力）系統安定化対策の視点（余剰電力）

電力需要の少ない年末年始やＧＷ期間中においては
太陽光発電による相当の余剰電力が発生することが
見込まれ、追加的な需要が創造されない限り、蓄電
するか、出力抑制が必要
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電力需要の少ない年末年始やＧＷ期間中における
太陽光発電の余剰電力を抑制するための具体案
として、抑制設定手段について検討
①特異日を設定し、出力抑制量を設定
②通信手段により、出力抑制日･抑制量を設定
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出力抑制機能の例：オプション出力抑制機能の例：オプション①

出力抑制設定の概要 メリット デメリット オプション（特異日設定変更）

• パワーコンディショナに時計・カレンダ

ー機能を付加

• 予め決められた特異日に発電電力を

規定値以下に制御

• パワーコンディショナに時計機能と出

力抑制機能付加により、比較的容易に

機能を実現

• 特異日の設定が容易に変更不可

• 設定の悪意改ざんが可能

• 特異日は工場出荷時に設定のため、

変更手段が必要（郵送、メモリーカー

ド、電気設備調査時、パワーコンディ

ショナ買い替え時）

太陽電池

①特異日を設定し、出力抑制量を設定
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パワーコンディショナ

リモコン／コントローラ
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出力抑制機能の例：オプション出力抑制機能の例：オプション②

出力抑制設定の概要 メリット デメリット オプション（情報伝達手段）

• 電力会社の指令により、パワーコン

ディショナへ特異日情報を送信

• 送信された特異日に発電電力を規定

値以下に制御

• 出力抑制を電力会社の管理下

• 太陽光発電の普及状況に応じて、特

異日設定の調整が可能

• 電力会社の指令をパワーコンディショ

ナに送信するコントロールセンターとそ

の経費が必要

• ＦＭ多重放送（ＦＭ受信機が必要）

• ＷＥＢ（ＷＥＢ環境が必要）

• 電力会社の自動検針システムと連携

太陽電池 電力会社

②通信手段により、出力抑制日･抑制量を設定
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リモコン／コントローラ

パワーコンディショナ

ルーター／

ＦＭ波受信機

ＷＥＢ

ＦＭ多重放送

配電網／送電網
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太陽光発電の出力抑制機能太陽光発電の出力抑制機能

電力需要の少ない年末年始やＧＷ期間中における
太陽光発電の余剰電力を抑制するための具体案と
して、以下２案の出力抑制設定手段について検討

開発 標準化（製品化） その他
出力抑制の手段

リードタイム 費用 可能性 リードタイム コスト上昇分 可能性 設定変更 運用経費

追加費用（JPEA

試算 2））

①
特異日１）を設定

出力抑制量を設定

◎

（１年）

◎

（数百万円）

◎

（容易）

○

（３年）

○

（数千円）

○

（容易）

△

（バッチ処理）

○

（僅少）
約 2,000 億円

②
通信手段により出力抑

制日・抑制量を設定

○

（２年）

○

（～数千万円）

○

（既存技術活用）

△

（～５年）

△

（数万円）

△

（既存技術活用）

◎

（リアルタイム）

△

（施設。運用費）
約 3,800 億円

１）：太陽光発電の余剰電力が多く、出力抑制が必要な日で年末年始、ＧＷ期間中など
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出力抑制に係る課題

� 制御実施の根拠

� 制御の通知（特異日の周知、実施の通知)

� 制御時の電力量に対する補償

太陽光発電の出力抑制機能は、方式、技術的、経済的など太陽光発電の出力抑制機能は、方式、技術的、経済的など

多面的に今後も継続検討が必要多面的に今後も継続検討が必要

２）：追加費用には、出力抑制機能追加のためのパワーコンディショナー等の開発費、追加機器等費用及び出力抑制による損失電力の合計
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